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2023年度打ち上げ予定のX線分光撮像衛星XRISMにはX線マイクロカロリメータとX線反射望遠鏡 (XMA)
からなる Resolveが搭載される。6 × 6 arrayからなる X線マイクロカロリメータは 50 mKの極低温で動作し、
0.3 keVから 12 keVの軟X線帯域を要求性能 7 eVでの観測を目指す。
Resolve機器はXMAを除いて 2022 年 4月に衛星に搭載され、2022年 7月から衛星システム熱真空試験が行わ

れた。衛星上での機能 ·性能の確認、衛星運用に向けた動作パラメータの確認を行い、実観測に向けた観測模擬
を行なった。また、ユーザーが円滑に解析を行えるように科学データプロセスの整備も進めてきた。本講演では
これまでの開発状況について報告する。


